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	2026年5月 スタート！
	第1回 ブリッジ両立支援勉強会
	上原 正道 先生
	　　　　　　　制度が変わる今、支援もアップデートする。 　　　　　　　　　　　　学ぶだけでは終わらない、支援が変わる休日の２時間

	学び、考え、語り合い、支援の基盤をともに育てる
	2026
	5/23
	10:00-12:00
	オンライン Zoom
	▶ ブリッジ会員：無料
	▶ 一般： 2,000円
	24名

	労推法改正と両立支援のこれから   ～ 産業医の立場から ～
	こんな方におすすめ
	お申込み・詳細は こちらから➜



	講師紹介
	産業医科大学医学部卒。臨床研修終了後、松下産業衛生科学センター、松下電工（株）本社健康管理室にて産業医としての初期トレーニングを受ける。その後、産業医科大学産業生態科学研究所環境疫学教室、厚生労働省労働衛生課を経て、2004年にブラザー工業（株）統括産業医となり、現在に至る。行政経験を生かして、産業保健体制の構築や人材育成を積極的に推進し、最近では健康経営や治療と仕事の両立支援に力を入れた活動に注力している。医学博士、産業医科大学産業医衛生教授（非常勤）、日本産業衛生学会産業衛生指導医、社会医学系指導医、労働衛生コンサルタント（保健衛生）。主な著書に、「産業医ストラテジー」（編集）バイオコミュニケーションズ 、「産業保健スタッフのためのISO45001-マネジメントシステムで進める産業保健活動 JIS Q45100」（共著）中央労働災害防止協会。
	ブリッジ両立支援 勉強会について
	労働施策総合推進法の改正とは
	多職種で学ぶ意味
	この勉強会で得られること
	医療と労働の 視点理解
	支援の見直しのヒント
	現場の課題を共有
	多職種との つながり
	一人で抱える支援から、つながりの中で支える支援へ
	ご一緒に支援の質を高めましょう！　お申し込み・詳細はこちらから➜




